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代表的な地場産業であ り,近世 ・近代にかけて近江がその眺産高を誇 った蚊帳
業を対象に,近世も視野に入れて,近代以降 も商人の果たした存在意義 とその
展開過程を史実に即 して明らかにする。その際に従来の制度史的側面に加え,
機能を蚊帳業の産業全体の有 り様 との関わ りで明らかにする。




新明治政府は諸株存置,す なわち株仲間 ・仲間 ・組合の存続を許可したが,












を図ろうとした。維新政府が とった株仲間に対する人数制限の撤廃,冥 加金 ・
上納金の廃止,旧 来の官許 ・私的にであろうと出願すれば鑑札を下付す ると
いった諸案は旧来の株仲間の事実.ヒの廃止といっても過言ではなかった。旧来
の仲間は,市中商社の結成4)や旧来の公認 と思惟 して株を売買した り,人数を
制限した り,新規参入を阻止 した りの抵抗を続けたが,政 府はそれを許さず,
ついに明治5.(1872)年同業仲間の解放を断行する'〕。滋賀県において通達が
出されたのは明治5年2月 であった%維 新の動乱で蚊帳の生産高は低下す る
が,幕藩体制崩壊とともに彦根藩領内の国産奨励政策により内外にわたって力
を蓄えていた五個荘,愛 知川,豊郷,高 宮,長 浜等の商人達が出国許可.を得て,
全国へ行商に飛び出す。.特に江戸時代,そ の大半が彦根藩領となり他藩領,幕
領,旗 本領,社 寺領など入 り組み,元禄11(1698)年に堀田氏が1万3000石の
宮川藩(現 宮司町)を 領有して以来,長 浜は近江八幡に比肩 しうる勢いで蚊帳
の生産高 をのば してい く。維新後 はまず旗本領が大津県 に入 り,明 治4
2!大 津市役所編 『大津市 史 ・中巻11941年,】14ページ、
3)通 商会社の目的 とする内外商業 の振興に要す る資金を融 通運転 して.通 商 会社 に助力を与 え併
せて金銀貨幣の融通 を容易 なら しめ て民間の金融を開発す るこ とを目的 とす る(同 上書,偽 ペー
ジ〕。
4)明 治3(1870)年政府勧奨の商社設立の意を体 し,商家 の合 同経営 を図 った 日野商人等はその
10月目野に通商社 を設.立,水口 ・武佐に出張所 を開いたが,解 散 して古時の大当番を再興,B年
伊勢街 道の定宿取締 よ り 「日野大当番定宿簿」を発行 した(島 連太郎編 「滋賀県史 ・第四巻」 三
秀舎,1928年,31ページ)、
5〕 宮本,前 掲論文,245-252ページ。
6)松 田県令の着任以後 は着 々実行に移されんと し,5年 正 月の議事大意条例は,人 民 の福利増進
と殖産興 業の意図を示 してい る。同2月 には従来 の株仲間 を禁ず ると共に 「衆 力を合 して其業 を
手広 に し大 に利益を得 る之良法二而都南人間営 を為す八社 を結ぶ程 よき事は無 之」 とて会社 ・商
社 の設 立を促 してい る(大 津市役所 編,前 掲書,90ペー ジ〕。
??
明治期における近江蚊帳業の展開過程 (199).言7
(1871)年の廃 藩置県 とともに彦根 ・山上 ・宮川 ・朝 日山に分 属 し長浜県へ,
さらに5(1872)年光上県,そ して滋賀県へ と統合 されてい く。
幕末 ・維新の激変の際に幕府及 び維新政府が課 した御用 金の償還未済や貸 し
倒 れに よ る打 撃 ど}新 興地 の生産 開始は,近 江八幡 の蚊帳業 を衰退へ と追い
込 み,.全盛i期47軒あった蚊帳問屋 は維新時18軒,明 治n(1878)年5軒,同
15(1882)年にはす べて廃業,産 地 は新興 の長浜 に移転 して い く。 この.よう
な状況 下,西 川甚五郎 ひ と り八幡 に蚊 帳製織工 場 を新 設す るが鋤,挽 回の見
込みは な く,明 治20(ユ887)年頃か ら 「蚊帳 ・蒲団の西川」91として支店 の設
置や多角化1G}に努 め,停 滞期か らの回復 に取 り組 んだ。西川家 の蚊帳業 は昭





7)天 正[4(1586)年に楽市 楽座宣言 による取引 印 睡の革新的機運 と徳 川家康 の恩寵 を受 け.幕 府
直轄地であ る特殊関係 か ら先がけて自由に他地域へ行商 に出,江 戸開府 と同時に 日本橋 界隈 に土
地 を与 え られ大店 を構え 〔小倉栄一郎 「近江商 人の系譜』社会 思想仕,1990年,22ページL商
.業資本の蓄積が大 きかった八幡商 人への幕府貸付金の償還未済 によ る打撃は相当であった(西 館
産業株式会社 『西川1叫百年 史稿本」1956年,124-129ページ}。
8)工 場 の新設 は長浜 ・奈良等の産地との結 合強化で,仕 入 ・販売の両面か ら蚊帳営 業の強化 をは
かる ものであった(西 川四百年社史編纂委員会1西 川産業 四百 年史」1966年,87ページ)。また
明治29(1896)年に八幡大字宮内に創業 した西Ill蚊帳製造所 は女子労働者24人.一日戴業 時間11
時間とある(『滋賀 県統計書』明治34〔1901)年}。た だしこの工場の以後の存続は不明である。
明治27(1894>年に西川甚.'【:郎が中心 となって,生 産量で はなく品質重視の輸出産業を 目的 とし
た八 幡製糸株式会社が 設立 され る。 この八 幡製糸株式会社 が昭和恐慌 のあお りを受 け'て昭和4
(1929)年に解散 に至 るまで,西 川家 の主力事 業が,輸 出蚕糸業組合頭取の歴任等 に見られるよ
うに.麻 製 品であ る蚊帳 よりも生糸を使 用 した蒲団に移ったため と考 えられ る。なお,同 家は昭
和4年 に引 き継いで改称 した近江蚊帳製造株式 会社 によ り,初 めて工場で製造 ・販売を統 ・する
こ とになる..
9)西 川産業株式会社.前 掲書,56ペー ジ。
10)大阪支店(明 治9〔1876)年),尾道支店(同19(1886)年),大分支店(同20年),杵築支店(同
20年)。取 り扱い商 品は青 莚買 次,蚊 帳,縁 布,木 綿で,11代甚五郎 の注 目すべ き業 績は,私 立
銀 行株式会社八幡銀行 の創 立発起 人(明 治 】D年〕,八幡製糸株式 会社 の創立 明治27〔1894>年で




(a)数量(張〉 (b)価格(円) 単位平均価 指数(数量)
明治3年 5,850 14,670 251 100
8 13,717 234







27 54,610 177,891 326 934
28 52,365 131,825 252 895
29 55,037 178,622 325 941.
30 57,495 179,954 313 983
31 69,539 211,327 304 1,189
34 104,469 308,273 295 1,786
35 102,587 308,048 300 1,754
36 94,033 282,365 300 1,607
37 69,358 216,885 313 1,186
38 74,934 300,121 401 1,281
39 28,883 162,485 563 494
40 29,191 177,932 610 499
41 21,930 119,637 546 375
42 29,967 167,492 559 512
注1):*は 『滋賀県統計 書』 に記載 されていたデー タで あるが,計 算の結果4*421と
なった。
2):産地 は坂 田 ・犬上 ・愛知 ・蒲生 ・神崎 の各部で,明治19年の犬 上郡 あデー タは
不明。
3);数量は仕立蚊帳 を対象 にした。
4)1単位平均 値(銭 〕は,〔b)÷〔の ×10〔}によ り算出 し,小 数点以 下第1位 を四
捨五 入.
5)=指数 は,明 治3年 の数量を100として小数点以 ド第1位 を四捨五入。
出所:r滋賀県統計書」.農商務省 商工局r各 府県輸 出重要品調査報告」1907年,滋 賀




























出所:米 価 は 『滋賀県統計書」 より作 成。近江 米 ・彦根米穀 ・長浜糸米の各取引所の年平均相 場
を算 出。明治3年 、27年の米価は,金 融研究 会編 『我国商品相場統計表11937年より補 ったり
除虫.菊原料 につ いては,大 日本 除虫菊株式会社 編r金 鳥 の百年J1988年,50ページ,付 表
「除虫菊原料の生産及市価 累年比 較表」 の百斤 に付平均相場 を用いた。
陸軍が あった ことに注意 を払 う必要が ある1%明 治末期の生産高の減少'21は,
当時特許を得た除虫菊la}の普及があったためと考えられる。蚊帳業者は同設備
を利用 して関連業種(元 々,麻薬 との兼業者はみられる。縮緬麻布商,そ の次
に生糸商が蚊帳取扱いを兼ねている場合が多い1うへと多角化を図った。第1
11)呪十七八年 二於 テハ戦役 ノ為 メ.軍隊用ノ需 要著シク増加 シ,価 格 ノ如 キモ三十六年 ノ相場二化
シ三十七久年 トモ一疋二村最高九十銭高 ヲ唱7ル …三十九年 二人 リテハ買次高等 ノ前年来見込買
ノ持越品 ヲ有 スルアリテ…下押.ノ気味ニテ沈 静ノ状態 ヲ顕 ハセシモ,㌶ 月 中旬二重 リ軍隊用 トシ
テ各 師団 二於 テ競買 ノ結果人気一時二沸騰 シ…。 〔農商務省商工局r各 府県輸出重 要品調査報告」
1908年,滋賀県 〔四)蚊 帳,(.卜三)商 況)。
12)近江 の蚊帳機 業家について興味深い記事があ る。「いずれ も資産家の人で あるか ら一年や 二年
の不況滞貨 を見 るとも決 して倒 産の悲 しみに逢 うようなものはな く,他 の物産に多 く見 る担保貸
出 しを受 けた る事 は今 日迄ないのである。 ・方 問屋側 の荷物 も..・晶出回 りしため昨今挽 回の形 に
あ り,中 には不足品を生 じて俄 に職工 を呼戻 して作業 を始め居 り。加ふ るに今回陸軍の軍需蚊帳
の注文 もあ るので業界は旺盛 を極 めて居 り相場 も約.・割五分方高 くなっている」 〔「京都 口出新聞
滋賀付録』1925年7月1111,朝刊)。
13)上山商店 の祖英 一郎が 明治19〔.1986)年に、米 国植物 輸出.入会社社 長E.アモ ア氏か ら ビュー
ハ ク(除 虫菊〉の種子が届 いた のを機 に,除 虫菊 を製粉,明 治23(18窪0)年第≒回内国勧業 博覧
会で有功 賞牌 を受賞。明治28(189励年 頃か ら渦巻 型蚊取線香,除 虫菊殺虫 液(特 許は大正2
(1913)年)の試作 を始 め.42(1909)年頃か ら除虫菊粉 の輸 出が軌 道にの る。43年「.金鳥1の
商標 登録(大 目本 除虫菊株式会社編1金 鳥の百年」1988年)。
14)蚊帳商並 国産畳表縁布類 「西川甚五郎」,国産蚊帳浜縮緬買次商兼生糸売買 「大塚 吉平」,国/
L40〔202)第166巻 第3号
図 は蚊帳の単価 額 〔ただ し第1表 の計算結果 による)を,除 虫菊単価額 と米価
と比較 した ものである。
高級 品である麻蚊帳 と,蚊 はもとよ り害虫の駆 除 ・衛生面 まで対 象 に.入れ,
一般農家 向け に渦巻型 線香 ・除 虫液の開発 に成功 し
,一 大市場 を アメ リカに
持 っていた除虫菊i5)との価格 の逆 ベ ク トルは明瞭であ る。
2営 業組合と産業構造内部の変化
維新 の株仲 間廃止後,各 営業者 は私欲 に走 り一致.協同の風潮 を乱 し奸商はそ
明〕機 に乗 じて詐欺 を働.きかねず,商 業上 の混 乱を来 してい る状態 にあ った。大
津商法会議所 は明治12(1879)年以来数 回の討議 を経て,.商業一般 の公益 を計
るたや17年4月大津商工会議所が組織 され,同 年9月 商工会議所 は,ま ず商工
営業者 に組合 を設定 させ よ うとの方針を取 り,そ の標準 として組合例 を編成 し.
て県庁 の認 可と滋賀郡長の出願許可を受け,同12月同業組合準則が発布 され る
に及 んで,同 業組合設定地区を定め,各 営業者 は組合 を設 け同準則 に基 づ き規
約 を定めた1%
蚊帳業は,こ の準則 を基礎 として滋賀県 において発布 された明治18(1885)
年本県布達甲第一八五号織物業取締規則,な らびに同19年甲第二十六号織物 業
取締規則 の適用 を受 けて,営 業組合 を組織 し,取 締所 を愛知郡愛知川村字 中宿
村 に置 いた。県一ドにおいて織物 業に従事す る者 は製造人 ・売買人 とを問わず組
.合に加盟す ること,加 盟 しない者 は違警罪 と し2日 以上5日 以下 の拘留,又 は
50銭以上1円50銭以下 の科料 に処す,織 物 の尺 幅,業 種 ご とに住所 ・氏名 を記
..入 した証票(県 庁 の検印が必要)の 統 一,原 料 の精選 と粗悪品の防止,違 約者








告)と 組合費 の徴収方法,役 員 と事務条項等"〕が定め られてお り,同 一産業 内
金業種 を含む商工一体の組合で あ り,営 利事業 を営 まない こと(傍 点一 筆者)
とされていた。営 業組合 を組織 し,原 料糸の大半 を他府県産 に依存 していたた
め数年は甚だ しい成功 はなか ったが,明 治22(1889)年,原 料糸改良 について
県庁 に出願 し県 よ り福井県 に照会,6月 に属官1名 と組合頭取 ・委員 らが出張
して協議会 を以 て粗製濫造の防止 と更な る改 良発達 を熟議 し生地改良の端緒を
拓 いた。北海道製麻 会社(明 治20(1887)年一筆者注)の 設立をみ,明 治22年
に至 って愛知郡愛知 川村 に同社麻紹 の販売店,.三共合資会社 を設立(関 西..一手
販売店。阿部市太郎,山 中利右衛 門,堤 惣平等r名 の共同出資),製 麻紹が蚊
帳の原料 に適す るか の研 究 を し1目〕,23(890)年,小林茂三郎,樋 口松蔵,杉
本吉士 の三氏 が試織 を して好 結果 を挙 げた こ とが復 興 の盛運 となった蜘。 この
麻 の試織の成功ゆ を機に蚊帳業において産 額は増加 し,新 製品や販路の拡張を
図 り,内 国勧 業博 覧会(第 三 回か ら.)・共進会 ・大津時好 品展 覧会 な どへ の出
展 と受賞がみ られる。第.2表は明治期 中頃 の蚊帳業の関係業種 別人数 の推移 を
示 した ものである。
蚊帳業従事者 は.全体的 に減少 してい るが,問 屋数 は増加傾 向にあ り,蚊 帳地
製造.入と一人旅商 の増加,そ して行商人 ・裁蚊 帳製造人 の減少がみ られ る。相
反す る一人旅商 の増加 と行商人の減少 には,信 用取 引(掛 売 り)の 減少 と販路
の拡張 をみ ることがで きる。20丈ごとに裁断 し特殊 な技術 を有 す る裁蚊帳製造














業 種 明治22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
買 次 問 屋 12 14 14 16 14 13 15 19 22 24
買 次 商 9 10 9 12 ユ5 14
紺 屋 商 6 7 7 7 8 8 8 8 8. 8
持 下 商 58 56 51 43 45 37 33 29 32 34
裁蚊帳製造人 30 .19 11 10 7 7 2 7 7
仲 買 商 4 3 ユ 1 2 3 6 9 1 5
蚊帳地製造人 21 23 25 30 49 53 74 104 75 86
1人 旅 商 137 113 127 119 1〔過 124 105 134 166 144
小 売 商 21 19 26 32 27 24 22
蚊帳地製造家 8 8 22 24 26 53
行 商 人 204 204 219 123 127 97 62 58 68 53
計 463 486 5ユ7 413 422 402 399 363 379 361



















注:矢 印は原料(紹),製 品(蚊 帳地 ・完成品〉の流れを示す。
出所:「明治29年度営業報 告書」 『内務 部第五課商工掛書類」県庁 所蔵資料よ り作成。
おける近江蚊帳同業組合全盛期の,般 的な概観図を想定 したものである。
＼穀野菜乾物等.ノ日常品ニハニ割乃至五割 方騰貴 シタ リ,売 物顕 ハ レ不味 トナ リ株式 パ銀行 ノ警戒
厳重 ナル ト紡績業者 ノ紛憂 アIJシト三因 リ,基 タ不振 ヲ極 メタIJ,水害.ノ報 二接 シテ ・時暴騰 シ





するとい う同一機能を持ち,後 に買次商を名のる者が増加する)が 白生地(あ
るいは紹)を 買い入れて自家および賃織職(蚊 帳地製造家,農家婦女子が大多
数従事)に 委託製造させる。 しか し原料仕入れの段階で問屋の前に蚊帳地製造
人(こ れは紹を買入れ賃織させるが,の ち自家で織る者も出てくる)が登場す
る。織 られた自生地は買次問屋や仲買商に渡 り,買次問屋の委託を受けた紺屋
職が染付 けを行 う。そして染蚊帳地は買次問屋,あ るいは仕立蚊帳製造人(主
に販売機能)が買入れて仕立を行い,完成品(仕 立蚊帳)に し(附属品等を付
ける),販売する。こあ仕立を行 う最:終工程 に新たに仕立蚊帳製造人(買 次商
より染蚊帳地を買.入れ,仕立蚊帳にし販売)が 登場する。出来上がった仕立蚊














22>坂田郡元浜町の大塚(保 多屋)吉 平家 観 大塚産業 マテリアル)は 製造問屋 として.京 都 の干
縛 に次いで三越 との取引が長い。早 くも,三越 の明治13年の 「金銭仕分側 にその名が見られ,
メーカー となってか らも三正会看貫 として取引が行われていた(「三正会 奇景名簿」⊥972年)。
































原田武力織機 回転数/分 丈/口(台) 年間総生産高 坂)
超 広 巾 物
広 巾 物




























注1):蚊 帳製織合資 会社工場 の明治41年の場合。但 し賃金のみ明治37年の数値.
2〕=小数 点以下は四捨五入 してある。





だ㌔ 蚊帳製造工程において最 も多 く使われるのが原田武力織機Z了:1で,次 に多
いのが豊田式である。染色は古来;手 染日光張で農閑期の冬季から春季夏季匡
かけて行われており,明治中期の著 しい需要の増加に対処で き.ないばか りか,
雨天の多い冬季 ・梅雨中は全 く染色することもで きない不都合か ら円筒乾燥装
25)『滋賀県統計書』明治39(1906>年の数値 。
25)大塚産業株式会社,13代目社長大塚 良彦氏か らの聞 き取 如による(1998年8月2】日,同社 にて〉.
27〕近江蚊帳業は他 産地に先がけて力織機 を導 入.した。明治Z5(1892)年9月,大 阪の原 田元治郎
が国 産力織機 を製作(揖 西光速編 『現代H水 産業発達史XI繊 維上11959年,年 表 よ り)。明治
36〔1903)年.鉄製原田武 力織機 を第五 回勧業博覧会 に出品,後 に木鋏濁 製化(産 業技術記念館
パ ンフレッ ト 「人力織機か らG型 自動織機へ」参照)。
46(208) 第166巻 第3号
第4表 近江における蚊帳工場の概要













































注1);設 立年 は明治。浜蚊帳合名会社 の払込額 と,田 中蚊帳製織 合名会社 の積立 金は大正3(191の
年の データである。
2):工場名の欄は太線 ごとに一工場 で,細 線 は改組 を示す。
3)1主要製造元 とな る蚊帳製織 合資 会社台帳(棚 第135号,勧業露 明治21(1888)年1月1H一'
45(19】2)年12月31日年次)に は(目 的;蚊 帳製織 及 ピ販売),松 本藤 十郎(金 五千円有限)・





置付蚊 帳整理機械 が考案された2呂1。これ らの原動力 につ いて作成 した ものが第
3表で ある。
操業状態や,機 械の故障(経 緯糸停 止装置がつい てい る.)その他を除外 した,
あ くまで数値例であ るが,こ の時期,縫 目な し蚊帳 ・ぼか し染 ・模様 染等,飛
躍的な技術的進歩がみ られた。この時期設立 された主な工場 は第4表 の通 りで
あ る29㌔
蚊帳製織合資会社の代表社員 に田中善七 と中井興八鋤,ま た樋 口蚊帳工場の
樋 口松 蔵(明 治42(1909)年頭取)と ギ要 メンバーの名がみ られ,こ の時期 わ
ずかではあるが徐 々に,.組合内部で依然問屋 ・卸機 能を有 しなが ら製造機能 を
併 せ持 つ者 が増加 しつつ あった と想像 で きる。
工場 に属す る職工 は年期契約又はその他 の方法 によ り雇い 入れ るが,そ の他
の職工 は大部分農業の余暇(11月より翌年4月 頃迄,5月 頃か ら10月頃迄 は殆
ど休職 の状態 に陥 る〉に 自宅において賃織 を行 うか,多 くは製造 品の場 合,原
料 を賃織業者の もとに持 参 し委託製造 を行 った。家内工業 の占め る比重 も高 く,
女性1560人が携 わ っていた。販売方法 は買次商 に売却 され,値 段 はその時 々に
定め代 金の八九分までを受領 して おき,2月 ・8月 の末精算す る。染蚊帳地の
まま三府の商家 に輸送,或 い は自家で仕 立蚊 帳に して持下商 に売却 し,各 府県
の需要者に直売す る。代金取引 は荷 為替 を組 む場合や現金,1その半額又 は七八
分 まで受領 して帰国後精算す る場合 もあった。長浜 の小林茂三郎,愛 知川 の塚本































































額がその後漸増 したのは,近江麻糸紡織会社 と共存 した麻業 と異なり,麻業と
は独立 した地域性を有 していたということがあげられる。越前において..・年の
生産額は製麻会社2工 場の34-35日に相当し鋤.近江において麻業の産地は主
33)「工業補助 関係書類1勧 業課,1906年6月8日か ら1912年4月1日年次、
麗).も う一つ は近世以来 の産地,播 磨であ ろう(地 方史研 究協議会編 『日本産業史体 系1・ 総論
編1東 京大学 出版A.1961年1252-253ペー ジ)。なお,延 享4(1747>年に朝鮮人が来朝 し,御
用蚊帳寝 具を京都 ・大坂 〔越後屋)で 入札注文 した際の注文書 にも,近 江蚊帳 と丹波蚊帳の記載
が見 られる。播州 におい ても蚊帳業が盛 んであった ことに留意す る必要があ る α朝 鮮人御 用蚊
帳寝 具御買 上入札 申渡書」(1164号),㈹;井文庫所蔵)。
35)菊浦 重雄 「在来嘩業 としての蚊帳産業 大和蚊 帳について一 」『経 済経営論集」 第38号,
1965年D









lo未満 23 15人未満 6 200未満 16
10以上 221 15入以 上 244 200以ヒ 327
20以上 198. 20人以上 241 500以ヒ 287
30以上 ユ69 30人以 上 235 800以上 252
40以上 155 40人以上 230 1000以上 219
50以上 141 50人以上 222 1500以上 180
100以上 92 100人以 上 190 2000以ヒ 147
200以上 41 200人以 ヒ 142 3じ00以上 97
300以上 21 300人以 ヒ 119 4000以上 85
400以ヒ 12 400人以 上 98. 5000以上 66
500以上 9 500人以 上 88 6000以上 53.
1000以上 7 800人以E 66 7000以上. 41








5000入以 上 13 1GOOO以上 28
10000人以 上 5 20000以ヒ 10






に細番で知 られる緋 の産地,高 宮一帯 を指すが,明 治後期 にまだ高機 を使用,
大正初期で足踏織機,力 織機が入 るのは大正15(1926)年になる37}。また当時
近江 におけ る麻布 の三種,着 尺地 ・服地 ・蚊帳地は生産工程 が異 な るので専 門
の機屋が行 った ようで(蚊 帳地は主 に太番 を用 い る),高宮 の麻 は洋紹 を用 い
た と言われている窓%
第5表 は,明 治末期 の全 国の同業組合 のデータを工務局のみ ピックア ップ し
＼部紀要」第13号,1963年。
37)大字元持字誌編纂 委員会編 「元持今昔誌11997年。.




















産を有 しないので産業組合 ・漁業組合と異な り低利資金の供給を受けることが
できず,た めに組合員に一時に多額の資産を負担させるのは不可能で機械も購





39)「同業組合改正案 と滋賀 県の建議書」(「同業組合重要書類の 、








問屋が主導 となって蚊帳業における生産から流通までを配分 ・調整 してい く。
工場制移行期においては問屋のうちに自ら工場を組織 し,製造機能を併せ持つ
者が多かった。明治末期には,生産高の顕著な減少はみ られない ものの,兼 業











える。商標 と品質管理を徹底 して信用力を得て,規格統一と詳細な規定によ り
需要を創造 し.また営業報告書を県に提吊した。公権力 と関わ りを持ち,そ し






権勢を誇 り,ただ1軒存続 し新興地長浜 と結合強化を計った西川甚五郎家は同
業組合においても重職を占める。今後,近 世の創業から約430年間存続 してい
る同家の,蚊帳業において商業機能として貢献した役割 と戦略とを解明する必
.要があると思われる。
?
